
　
同
社
が
参
入
す
る
準
備
を

進
め
た
の
は
10
年
前
。
小
林

社
長
が
東
京
都
が
主
催
す
る

航
空
機
産
業
参
入
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
た
の
が
皮
切
り
。

以
降
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

先
導
さ
れ
て
日
本
航
空
の
整

備
工
場
を
見
学
し
た
り
、「
業

界
の
当
た
り
前
」
を
身
に
つ

け
る
た
め
に
業
界
特
有
の
図

面
や
特
殊
工
程
、
規
格
な
ど

を
習
得
し
て
い
っ
た
。

　
そ
し
て
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
９
１

０
０
」
の
認
証
取
得
に
向
け

た
活
動
を
開
始
し
た
。
小
林

社
長
は
「
こ
の
規
格
は
業
界

の
登
竜
門
と
い
え
る
。た
だ
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
の
延
長
線

上
な
の
で
、
同
規
格
を
認
証

取
得
い
る
企
業
は
取
り
組
み

や
す
い
」
と
説
明
し
た
。

　
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
９
１
０
０
」

を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
、
同

社
が
信
頼
で
き
る
供
給
者
で

あ
る
こ
と
を
第
三
者
が
証
明

し
て
い
る
の
で
、
優
位
性
が

確
保
で
き
る
。
さ
ら
に
、
国

際
航
空
宇
宙
品
質
グ
ル
ー
プ

が
運
営
す
る
世
界
共
通
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
に
も
登
録
さ
れ

る
た
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
受

注
を
獲
得
で
き
る
チ
ャ
ン
ス

が
生
ま
れ
る
と
い
う
。

　
小
林
社
長
に
よ
る
と
、
６

年
前
と
比
べ
、
同
規
格
を
取

得
す
る
企
業
は
倍
増
。
全
国

で
６
６
４
社
が
認
証
取
得
さ

れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
た

だ
、
神
奈
川
県
内
の
企
業
は
、

こ
の
中
で
も
54
社
と
少

な

い
。
「
航
空
機
部
品
産
業
は

２
兆
円
あ
る
と
さ
れ
る
が
、

県
内
で
は
54
社
し
か
受
け
ら

れ
な
い
の
が
現
実
」
と
も
指

摘
し
た
。

　
こ
う
し
て
同
規
格
を
14
年

に
認
証
取
得
し
た
同
社

だ

が
、
実
は
認
証
前
か
ら
各
地

の
関
連
展
示
会
に
出
展
。
顧

客
開
拓
を
進
め
て
い
っ
た
。

と
は
い
え
、
「
経
験
の
な
い

企
業
が
受
注
す
る
の
は
容
易

で
は
な
い
」
と
し
、
同
社
の

場
合
、
同
規
格
の
取
得
か
ら

初
受
注
す
る
ま
で
１
年
か
か

っ
た
。

　
そ
の
後
、
仕
事
は
順
調
に

増
え
続
け
、
今
で
は
既
存
の

工
場
規
模
で
は
対
応
で
き
な

い
ほ
ど
忙
し
い
と
い
う
。「
参

入
す
れ
ば
、
土
地
や
設
備
、

人
材
が
必
要
に
な
っ
て

く

る
。
財
務
力
を
蓄
え
る
こ
と

が
非
常
に
重
要
に
な
る
」
と

も
話
し
て
い
た
。

　
製
造
関
連
技
術
な
ど
を
展

示
す
る
見
本
市
「
マ
ニ
フ
ァ

ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ
エ
キ
ス
ポ

２
０
１
７
」
が
６
月
21
～
24

日
、
タ
イ
で
開
催
さ
れ
、
さ

が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ

ス
協
議
会
の
ブ
ー
ス
が
出
展

し
ま
し
た
。

　
タ
イ
は
、
今
後
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
市
場
の
拡
大
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
技
術
力
の
高

い
日
本
企
業
に
と
っ
て
新
た

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
な
る
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。
　

　
協
議
会
ブ
ー
ス
で
は
、
永

進
テ
ク
ノ
、
Ｆ
―
Ｄ
ｅ
ｓ
ｉ

ｇ
ｎ
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
、
扶
桑
精
工
、

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
テ
ク
ノ
ス
の
５
社

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
を
展
示
、
現
地
企
業
と
の

商
談
を
積
極
的
に
行
っ
た
。

　
さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ビ

ジ
ネ
ス
協
議
会
は
５
月
15

日
、
第
１
回
協
議
会
を
開
催
。

渡
邊
将
文
前
会
長
（
Ｍ
Ｅ
Ｍ

Ｏ
テ
ク
ノ
ス
社
長
）
の
推
薦

に
よ
り
、
金
澤
勇
氏
（
メ
デ

ィ
ア
プ
ラ
ス
社
長
）
の
会
長

就
任
が
決
定
し
た
。
副
会
長

に
渡
邊
将
文
氏
（
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

テ
ク
ノ
ス
社
長
）
、
小
山
田

隆
貞
氏
（
八
千
代
銀
行
公
益

法
人
室
室
長
）
、
松
本
俊
之

氏
（
青
山
学
院
大
学
教
授
）

が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
。

　
工
業
部
会
Ｔ
Ｒ
Ｙ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
７
月
28
～
29
日

に
か
け
て
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
先
進

事
例
を
探
る
た
め
、
島
根
富

士
通
（
島
根
県
出
雲
市
）
の

工
場
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
す

る
。

　
年
間
約
２
０
０
万
台
の
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
、
プ
リ
ン
ト
基
板

製
造
か
ら
組
み
立
て
ま
で
一

貫
製
造
。
汎
用
ロ
ボ
ッ
ト
と

人
と
の
協
調
生
産
に
よ
り
、

低
コ
ス
ト
か
つ
小
ロ
ッ
ト
の

混
流
生
産
可
能
な
ラ
イ
ン
を

実
現
。

　
ま
た
効
率
的
な
生
産
手
順

や
、
人
と
機
器
の
最
適
な
配

置
を
仮
想
検
証
す
る
な
ど
モ

ノ
づ
く
り
に
関
す
る
最
新
技

術
を
実
践
し
て
い
る
。

　
２
０
１
５
年
10
月
に
は
、

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
「
第
６

回
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」

で
「
経
済
産
業
大
臣
賞
」
を

受
賞
。
ま
た
、
イ
ン
テ
ル
と

の
Ｉ
ｏ
Ｔ
分
野
で
の
協
業
に

よ
り
、
製
造
工
程
の
効
率
化

を
実
現
し
て
い
る
。

　
定
員
30
人
ま
で
。
参
加
費

７
万
６
千
円
。
問
い
合
わ
せ

は
、
産
業
振
興
課
・
高
井
（
０

４
２
・
７
５
３
・
８
１
３
６
）

ま
で
。

　
近
未
来
技
術
研
究
会
は
、

６
月
20
日
に
相
模
原
市
立
産

業
会
館
で
第
18
回
通
常

総

会
・
第
１
回
例
会
を
開
催
し

た
。

　
第
18
回
通
常
総
会
で
は
、

昨
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支

決
算
書
や
今
年
度
の
事
業
計

画
書
・
収
支
予
算
書
等
に
つ

い
て
審
議
。
す
べ
て
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
開
催
さ
れ
た
第
１

回
例
会
で
は
、
㈱
メ
ル
テ
ィ

ン
Ｍ
Ｍ
Ｉ
に
よ
る
「
サ
イ
バ

ス
ロ
ン
に
挑
ん
だ
メ
ル
テ
ィ

ン
Ｍ
Ｍ
Ｉ
サ
イ
ボ
ー
グ
の
近

未
来
技
術
」
と
題
し
た
講
演

会
が
開
か
れ
た
。
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これまでの経緯を語る小林社長
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ロ
ボ
協
、
タ
イ
展
示
会
出
展

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
先
進
事
例
学
ぶ

島
根
富
士
通
の
見
学
会
開
催
へ

ＴＲＹプロ

参加者は熱心に聞き入っていた

現地に出展したロボ協の会員企業と関係者

金
沢
勇
氏
が

新
会
長
就
任

近
未
来
研
が
総
会

原
案
通
り
に
承
認
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　工業部会ＧＥＴプロジェクトは28日、「ＫＯＢ

ＡＳＥＩ　空への挑戦　～航空機産業参入にかけ

た10年～」と題した経営講演会を市立産業会館で

開催した。講師は工業部会副部会長も務めるコバ

ヤシ精密工業の小林昌純社長。同社は、半導体分

野で技術を磨き、ＪＡＸＡ「はやぶさプロジェク

ト」に中小企業で唯一参加。2014年に航空宇宙規

格「ＪＩＳＱ9100」を取得し、航空機産業に本格

参入。現在は無人航空機（ＵＡＶ）やドローンの

エンジンを自社開発している。航空機産業に新規

参入した経緯などを小林社長が語った。


